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地域の見守り活動

YC土
と

呂
ろ

所長　今井松男

実施期間

2008年3月～

実施地域

JR土呂駅東口交差点（さいた

ま市北区）

活動概要

さいたま市北区の YC土呂所

長の今井松男さんは、2008年 3

月から毎日、区域内の小学生の

登校時に、交通安全指導員とし

て通学路の安全確保を行ってい

る。

毎週月曜日から金曜日の午前

7時から 8時の時間帯に、JR土

呂駅東口交差点付近で行ってい

るこの見守り活動は他団体にも

広がり、現在では下校時に自治

会やPTAでも行うようになって

いる。

地元小学生から多数の感謝状

や手紙が届けられている。

＊

今井松男（いまい・まつお）

◉

◉

◉

寄せられた感謝状や手紙◎

さいたま市植竹小PTA広報誌「うえたけ」
2012年3月19日付（No.282）

地域の小学生を交通事故から守る
地域見守り活動
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新潟県における地域の見守り活動

新潟日報会

実施期間

2008年8月～

実施地域

新潟県内全域

活動概要

新潟日報会は、2008年8月か

ら、新潟県、新潟県民生委員児

童委員協議会との三者で「新潟

県における地域の見守り活動」

を実施している。

同会はこれまでも販売店憲章

の一環として、新潟県で生活す

る誰もが安全、安心に暮らすこ

とができる地域づくりに取り組

んでおり、04年 7月には新潟県

警と「安全で安心なまちづくり

のための覚書」を締結し、警察

と連携した見守り活動を展開し

ている。今回の三者締結はこれ

を発展させたものである。

また、各販売店を「こども

110番の店」として登録、地域

の安心スポットとしての充実を

図っている。12年には活動が評

価され、警察署から感謝状が贈

られている。

＊

新潟日報会＝NIC新潟日報販売店
会販売店グループ。新潟日報 214

販売所で組織。阿部伸（あべ・しん）
会長。

◉

◉

◉

年別事例発生件数（2012年5月14日現在） （単位：件）
高齢世帯 路上 火災 防犯 小計 生存 死亡

H16年 8 0 0 0 8 7 1
H17年 5 1 1 0 7 3 4
H18年 7 2 0 1 10 5 5
H19年 3 9 1 0 13 10 3
H20年 3 5 0 0 8 6 2
H21年 8 12 0 2 22 19 3
H22年 6 5 1 1 13 7 6
H23年 7 6 1 0 14 9 5
H24年 13 9 3 0 25 21 4
小計 60 49 7 4 120 87 33

■

新潟県警、新潟日報会による「安全で安心なまちづくりのための覚書」
調印式の様子� 新潟日報　2004年7月16日付朝刊

県内のコミュニティFM 
10 局、新潟日報会によ
る「安心安全に関する協
定」締結式の様子
新潟日報　2010 年 10 月
21日付朝刊

新潟県、県民生委
員児童委員協議会、
新潟日報会の三者
による「地域の見
守り活動に関する
協定書」調印式の
様子
新潟日報　2008 年
8月26日付朝刊

※高齢世帯…一人暮らし高齢者宅が大半。	
新聞がたまって発見するケースが多数

※路上…高齢者のはいかい、怪我人の発見等
※火災…火災（ぼや含む）の発見、通報等
※防犯…空き巣や不審者の発見、通報等

NIC憲章（左）と新潟市における地域の見守り活動に関する協定書（右）■

パトNIC &ながらパトロール&セーフティスタッフ実践報告書■

見守り活動で表彰されたNICスタ
ッフ
新潟日報　2012年5月15日付朝刊

地元自治体、県警などと連携した
地域の見守り活動を展開
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ボランティア情報誌の配布協力

信毎販売センター 代表取締役社長　小松盛喜

実施期間

1989年1月～

実施地域

長野市内

活動概要

長野市の信毎販売センター代

表取締役社長の小松盛喜さんは、

1989年1月から長野市ボランテ

ィアセンター発行の情報誌「ボ

ランティアかわらばん」を、毎

月1回350から400件の指定先

に無償で配達している。

活動は会社創立 20周年の記

念事業として、社員によるボラ

ンティア活動実施委員会が、長

野市社会福祉協議会に相談して

具体化したことから始まった。

社会福祉協議会から企業の社

会貢献が一般的でなかった時代

に、ボランティアで配達の申し

出があり、それが長年続いてい

ることに感謝の声が寄せられて

いる。

＊

小松盛喜（こまつ・もりよし）

◉

◉

◉

配達中の小松さん（写真右）と配達する情報誌「ボランティアかわらばん」■

信濃毎日新聞　1989年3月5日付

「ボランティアかわらばん」2011年2月号（No.340）

地域の情報誌を無償で配布する
長期間にわたる貢献活動
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小学校へのAEDの寄贈と
「命の大切さを伝える授業」の実施

藤枝江﨑新聞店 代表　江﨑晴城

実施期間

2008年4月～

実施地域

静岡県藤枝市

活動概要

静岡県藤枝市の藤枝江﨑新聞

店代表の江﨑晴城さんは、2008

年 4月から藤枝市内の小学校全

15校にAED（自動体外式除細動

器）を寄贈している。

活動は創業 70周年を記念し

て、地域の子どもたちに「命の

大切さ」を伝えるために始め、

08年6月には全従業員が普通救

命士の資格を取得している。

寄贈後は、新聞社や消防本部

の協力のもと、学校単位で「命

の大切さを伝える教育講演会」

と「AED講習会」を毎年実施し

ており、11年度には小・中学校

16校で実施し、2,000人を超え

る市民が参加している。この取

り組みに対して、藤枝市PTA連

絡協議会から「これからは積極

的に地域活動に参加したい」と

の声が多く寄せられている。

＊

江㟢晴城（えざき・はるき）

◉

◉

◉

静岡新聞　2008年12月16日付

藤枝市PTA連絡協議会からの推薦状■ 授業の実施計画書■

2011年度「命の大切さを伝える教育」参加人数
日 対象 時間 人数

青島小 9月2日（金） 5年 13：20～14：05 190

6年 14：15～15：00 182
青島北小 9月9日（金） 6年 13：50～14：50 79
西益津小 9月12日（月） 5・6年 10：35～12：15 197
稲葉小 9月29日（木） 5・6年 13：55～14：55 76
青島北中 10月24日（月） 1年 13：25～14：25 120

11月2日（水） 2年 13：25～14：25 120

11月9日（水） 3年 13：25～14：25 120
葉梨小 10月25日（火） 6年 13：25～14：30 108
葉梨西北小 11月4日（金） 4・5・6年 13：45～15：00 46
瀬戸谷中 11月16日（水） 3年 11：00～12：00 20
広幡小 11月17日（木） 5・6年 13：30～14：35 140
高洲小 11月25日（金） 5年 13：55～14：55 130
藤岡小 11月29日（火） 5・6年・PTA 13：50～15：10 75
青島東小 11月30日（水） 5年生・PTA 13：55～15：10 121
瀬戸谷小 12月5日（月） 5・6年 13：45～14：55 28
瀬戸谷中 1～2年 8
藤枝小 12月8日（木） 6年 14：00～15：00 87
朝比奈第一小 1月24日（火） 5・6年 13：30～14：30 40
藤枝中 2月2日（木） 3年 9：30～11：00 194

〈合計〉 2,081

■ 藤枝市長からの感謝状■

子どもたちの感想（藤枝市立葉梨西北小学校）■ 保護者からの感想（藤枝市立葉梨西北小学校）■

関連記事■

静岡新聞　2011年11月30日付

毎日新聞　2009年7月24日付

静
岡
新
聞　

2
0
1
0
年
11
月
26
日
付

毎
日
新
聞　

2
0
0
9
年
7
月
28
日
付

授業風景■

AEDの寄贈や講習会で
地域の子どもたちに
命の大切さを伝える取り組み
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石神井公園ウォーキングごみ拾い

読売センター石神井、読売センター石神井北口、読売センター石神井公園

実施期間

2004年7月～

実施地域

都立石
しゃくじ

神井
い

公
こう

園
えん

（東京都練馬

区）

活動概要

練馬区の都立石神井公園に隣

接する読売新聞販売所（YC）3

店は、2004年7月から毎月1回

日曜・祝日に、地域の方々と一

緒に石神井公園を散歩しながら

ゴミ拾いを実施している。

公園の美化・環境の向上意識

を高め、参加した家族の絆づく

りの機会とすることを目的に始

めた活動は午後3時から90分程

度で、毎回45リットルゴミ袋約

10袋分を収拾している。

ゴミ拾いのほか、参加者お楽

しみ企画として、10個のお宝を

公園内に隠し、発見者にそれを

贈呈するなど、遊び心もある活

動は参加者から喜ばれ、「公園が

きれいになって評判です」との

声が寄せられている。

＊

読売センター石神井、読売センタ
ー石神井北口、読売センター石神
井公園＝東京都練馬区内にある 3

つの読売新聞販売所。

◉

◉

◉

ウォーキングごみ拾いの様子■

新聞に折り込まれる告知チラシ■

ポスター■

地元公園のごみ拾いを通じて
公園の美化・環境への
意識向上に寄与
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お米作り（田植え、草刈り、稲刈り）体験と
ミニコミ紙による地域情報の発信

朝日新聞江東ブロック会

実施期間

2008年5月～

実施地域

東京都江東区、墨田区の一部

地域

活動概要

朝日新聞江東ブロック会では、

2008年5月から江東区、墨田区

の一部地域で、読者を対象に田

植え体験ツアーを企画、実施し

ている。

地域の読者の子どもたちに日

頃から口にする「お米」の育って

いく様子や田植えから稲刈りを

経て白米になるまでの苦労を理

解してもらうとともに、残さず

食べる大切さを学んでほしいと

いう思いから始めた。この「食

育」につながる活動の内容は、

毎月第 3日曜日に発行している

ミニコミ紙「ASACOM」で開催

結果を掲載して主に江東区内に

発信している。

＊

朝日新聞江東ブロック会＝東京都
江東区にある朝日新聞系統の 11販
売所で組織。大山智弘（おおやま・
ともひろ）代表。

◉

◉

◉

田植え体験の募集チラシ■

田植え体験■

田植え・稲刈り体験の模様を掲載したミニコミ誌「ASACOM」■

「
A
S
A
C
O
M
」　

2
0
1
1
年
9
月
18
日
付
（
第
87
号
）

「
A
S
A
C
O
M
」　

2
0
1
2
年
5
月
20
日
付
（
第
95
号
）

日本人の主食である「米」づくりを体験
食育につながる取り組みを
ミニコミ紙を通して地域住民に発信


